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実施主体 津山市スポーツ協会、津山武道学園

連携する公共団体 津山市

連携する団体 （公社）津山市観光協会, 下電観光バス（株）、軒下図書館、（株）テレビせとうちクリエイト、（株）デザイナーズユニオン 他

取組概要
７つの古武道を総括する “津山武道学園”を起点に“作州を武道の聖地に！”を合言葉にモニターツアーを催行、集めたアンケートを調査分析。地域を巻き込みブラッシュアップし、歴史と文化に裏打ちされた
「持続可能な自立型の武道ツーリズム」を確立させます。

事業内容

①各種モニターツアーの実施：海外武道関係者団体、国内スポーツ合宿団体、訪日外国人を中心としたインバウンド個人の3タイプのモニターツアーを実施し、各々の属性に対応したコンテンツのブラッシュアップ、情
報発信方法などを探るとともに、モニターツアー者の協力（参加者のＳＮＳなど）を得て、情報発信を行う。
②情報発信とその映像コンテンツ制作：モニターツアーの密着取材や来訪者（国内外）へのインタビューやアンケート調査などを行い、津山武道をはじめとした地域の魅力を伝えることができる地元テレビ局の高品質
な映像コンテンツの作成と、地域に寄り添い訴求力のある情報番組での報道など、効果的で波及力がある情報発信を行います。
③事業効果測定及び各種アンケート調査等の実施：事業の効果測定及び武道ツーリズムコンテンツ、情報提供方法などに資するアンケート調査（各種モニターツアー、国内外来訪者調査）などを行います。事
業効果測定は、現実的かつ継続的なＰＤＣＡを回せるよう継続的測定と体制の構築を図ります。
④武道ツーリズム推進の勉強会の開催：本事業推進の連携を図るにとどまらず、緒に就いた武道ツーリズムを横断的に推進することを目的に実施します。具体的には、協議会の設立、コンセンサスづくり、DMOづくり
などについて検討を行います。

事業実施の意義・新
規性・独自性

日本の精神文化を象徴するものとして、武道・サムライはインバウンド誘客に適した強力なコンテンツです。武道の聖地にある、７つの古武道を総括する武道学園の存在は全国的にもかなり珍しく、武道学園を軸に、
剣豪宮本武蔵を生んだ武道の国“作州＝美作国”は、国内外へのアピール材料となり、日本武道発祥の地での長期滞在・リピーターを増やし、積極的な人の往来を呼び起こします。本格的な武道・サムライ文化を
色濃く残す、この地で、歴史に裏打ちされた、武道ツーリズムに取り組むことは、地域を活性化するうえで、大変意義深く、効果的だと考えます。

地域課題 人口の減少や高齢化に伴い活力を失いつつある現状で、追い打ちをかけるように、コロナ禍の影響で観光客など地域外からの人の流入も減り、津山地域の活力は失われつつあります。

課題解決・次年度以
降の取り組み

地域固有の武道の資源を活用した武道ツーリズムの推進により、武道の力で、地域に活力、元気を取り戻します。世界共通言語である「BUDOU」。その武道の聖地として作州をブランド化。
数多くの聖地巡礼者が来訪する当該エリアには、スポーツホスピタリティに溢れるホストファミリーのパワーが醸成され、郷土愛や武道精神を宿した“未来を担う少年少女たち”に受け継がれると
いった健全育成に資する取組を進めます。

効果の把握
（KPI設定）

本事業はスポーツ庁のモデル事業として実施し、その効果を分析します。また、本事業の実施にあたり、当該地域の取り組みが着実に成果のあるものとしていくために各取り組みを客観的に分析し、KPI設定の視点で、
改善しながら取り組みます。 そこで、以下の３つ視点から事業の効果測定する指標を想定しています。①モデル事業実施による地域課題解決の改善効果を把握するための指標②当該地域武道ツーリズムの取組
の成果（効果）を逐次把握するための指標③同事業の長期的・継続的取組を分析し、評価するための指標 当該地域の取り組む武道ツーリズムは、インバンドが主な対象になります。したがって、ここ3年間のコロ
ナ禍による訪日観光客の激減は、インバウンド対象の事業が白紙に戻ったことになり、ほぼゼロからのスタートとなります。KPIの目的は継続的な取り組みに変化（インパクトとなる取組）を加えることでどのような効果、
成果が表れるのかを把握することが重要と捉えます。

実施体制

本事業の推進に当たっては、津山地域を中心とした作州エリアが一丸となって武道ツーリズムを推進していくことが必要であることから、作州武道ツーリズム推進協議会を設立します。

●仮称）作州武道ツーリズム推進協議会
本事業の指針に当たり、津山市スポーツ協会津山武道学園が中心となり、「武道の力で作州地域に元気を取り戻す！」を共通の理念に、地元の行政、観光関連事業者を始めとする経済界、メディアが一丸となり、
作州地域の活性化を武道ツーリズムで推進することを目的に始動した協議会です。いま現在は、津山市スポーツ協会津山武道学園の声掛けで動き出しましたが、今後はこの組織を正式に設立し、本協議会が中
心となり、美作地域における武道ツーリズムを推進します。参加団体も、連携可能な参画団体を増やしていきます。
この新組織設立は、本事業に取り組む、地域における重要な意義でもあります。

●津山市スポーツ協会、津山武道学園
津山スポーツ協会は、第2期津山市スポーツ推進基本計画は揚げる「スポーツがつくる活力ある津山」に貢献するとともに、津山市におけるスポーツを振興し、市民生活の向上・発展に寄与するための活動を行ってい
ます。本会には、市内の各種目別競技を統括する28の競技団体が加盟し、「まず参加たのしくスポーツみんなが主役」をキャッチフレーズに活動しています。
津山武道学園は、剣道・柔道・空手道・合気道・少林寺拳法・弓道・相撲の7つの武道愛好家達が集まり、伝統ある津山武道の振興を目指している団体で、全国的にも類を見ない組織です。今回の申請では中
心組織として地域のコンセンサスづくりを推進します。

スケジュール モニターツアー③合宿団体ツアー催行2023年7-8月 、モニターツアー②個人インバウンド7月～1月頃、モニターツアー①大会参加者ツアー12月9日（土）、10日（日）、11日（月）

概要版

事業名称：【スポーツツーリズムコンテンツ創出モデルにおける 作州武道ツーリズム推進事業】
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取組概要・事業体制図

１）取組概要

●事業の構成
本事業は、以下の4つの事業から構成します。

①各種モニターツアーの実施
海外武道関係者団体、国内スポーツ合宿団体、インバウンド個人の3タイプのモニターツアーを実施し、各々の属性に対応したコンテンツの
ブラッシュアップ、情報発信方法などを探るとともに、モニターツアー者の協力（参加者のＳＮＳなど）を得て、情報発信を行う。

②情報発信とその映像コンテンツ制作
作州地域の武道をはじめとした魅力を伝えることができる映像コンテンツの作成と訴求力のある情報媒体について探るとともに、効果的情
報発信を行います。
そのために、モニターツアーや来訪者（国内外）アンケート調査などを行い、情報源を探ります。

③事業効果測定及び各種アンケート調査等の実施
事業の効果測定及び武道ツーリズムコンテンツ、情報提供方法などに資するアンケート調査（各種モニターツアー、国内外来訪者調査）など
を行います。事業効果測定は、現実的かつ継続的なＰＤＣＡを回せるよう継続的測定と体制の構築を図ります。

④武道ツーリズム推進の勉強会の開催
本事業推進の連携を図るにとどまらず、緒に就いた武道ツーリズムを横断的に推進することを目的に実施します。具体的には、協議会の設立、
コンセンサスづくり、ＤＭＯづくりなどについて検討を行います。

２）実施体制

＜事業実施主体＞

津山市スポーツ協会津山武道学園

・テレビせとうち株式会社
・株式会社デザイナーズユニオン

連携

＜モニターツアー実施＞
・下電観光バス株式会社
・（公社）津山市観光協会
・一般社団法人岡山県剣道連盟
・宮本武蔵顕彰会

＜武道指導＞
・山渋道場
・津山武道学園

＜現地取材＞
・株式会社テレビせとうち、
テレビせとうちクリエイト

＜インバウンド個人客対応＞
・軒下図書館

＜現地対応＞
・下電観光バス株式会社
・軒下図書館
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実施内容 概略

日程 内容

9月 第一回合宿モニターツアー開催 第一回勉強会実施、テレビ番組、インスタグラムにて事業告知

10月 津山武道学園取材、インスタグラム動画制作

11月 インバウンドプレツアー実施第二回勉強会実施、テレビ番組放映

12月 2企画モニターツアー実施、勉強会ワークショップ開催

1月 第三回勉強会実施、個人インバウンドモニターツアー開催
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第一回モニターツアー詳細 9月30日〜10月1日

＜合宿モニターツアー＞

実施期間：9月30日〜10月1日
参加団体：大学生（関西学院大学）
参加人数：15人（男子10人、女子5人）
年齢：20代前半

(行程)
Day 1
・山渋道場 居合道実演舞 見学
・城東地区伝統的建築群保存地区・津山洋学資料館 見学
・津山総合体育館「津山武道学園」表敬訪問

Day 2
・大原地域 散策
（武蔵の里、武蔵生家跡、武蔵の里交流館、武蔵の墓他）
・備前長船刀剣博物館 見学

(内容)
山渋道場にて居合道の体験を行っていただき、剣道と居合の違いを実際に体験。
その他にも津山の洋学資料館で地元津山の偉人の業績を学んでいただいた他、
翌日は美作へ移動して二天一流の講師による座学や武蔵生誕の地を訪れたり、
刀剣博物館にて刀の持つ美しさなどを体験した。

日付 行 程 食 事

1
9/30 
（土）

岡山駅西口バスセンター ＝＝
9:00発

久米南町「山渋道場」（居合道実演舞見学）＝＝
10:00～11:30

津山（昼食・城東地区伝統的建築群保存地区・津山洋学資料館見
学）＝＝

12:10～14:40
津山総合体育館「津山武道学園」（表敬訪問）＝＝ 津山「旅館お
多 福 」 （ （ 泊 ） 15:00 ～ 16:00
16:10頃

〇

○

昼食

夕食

3
10/1
（日）

ホテル ＝＝津山IC＝＝ 中国・鳥取HW＝＝ 大原IC＝＝
9:00頃
大原地域散策（武蔵の里、武蔵生家跡、武蔵の里交流館、武蔵の墓
他） ＝＝9:50～11:30
美作（昼食）＝＝ 備前長船刀剣博物館（見学）＝＝ 岡山駅西口
バスセンター
12:00～13:00 14:00～15:30 16:15頃

○

○

朝食

昼食
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第一回個人インバウンド プレ・モニターツアー詳細 9月6日

＜インバウンドモニターツアー（プレツアー）＞
※インバウンドに対して武道体験の効果を図るため、既存インバウン 
ドツアーに対して武道体験メニューを組み込み、アンケートを同時に
実施して効果分析の参考資料として実施。

(内容)
カナダからのインバウンド観光客５名が作州地域の久米南町に古くからある
“山渋道場”にて、師範による居合道の演武披露を見学しました。

参加者からは、武道家の迫力ある演武に、アメージングの声があがりました。
武道家の静かなる息遣いや、間合いや凛と張り詰めた空気を間近に感じるこ
とができて、「感動した！」との声や、模擬刀を実際に手に取ったり、刀を
鞘に納める体験や、刀のそれぞれの部分も詳しく教えていただいた体験はこ
れまでの人生ではなかなか味わえないもので、日本武道の真髄を感じられて
本当に良かったとの感想もあがりました。

実施期間：9月4日〜9月9日(内武道体験9月6日）
参加団体：社会人（カナダ人）
参加人数：5人（男性1人、女性4人）
年齢：50代後半〜60代前半
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第ニ回合宿モニターツアー詳細 12月9日〜10日

＜合宿モニターツアー＞

実施期間：12月9日〜12月10日
参加団体：一般人
参加人数：18人（男子13人、女子5人）
年齢：50代前半〜60代後半

(行程)
Day 1
・岡山城 見学
・備前長船刀剣博物館 見学
・山渋道場 居合道実演舞 見学

Day 2
・武道学園 武道祭 見学
・津山市総合体育館 剣道場にて居合体験

(内容)
初日に岡山城を見学、その後刀剣博物館にて特別展示 山鳥毛の展示
刀の持つ美しさなどを体験した。
その後山渋道場にて居合道演舞を見学。

翌日は津山市総合体育館にて武道祭を見学し、午後には剣道場にて
居合体験を行なっていただいた。

日
付

行 程 食 事

1
12/9 
（土）

岡山駅西口バスセンター（または岡山空港）＝＝
10:00発

後楽園・岡山城（見学・昼食）＝＝
10:15～13::00

日本刀の聖地・備前刀剣博物館（上杉謙信の愛刀・国宝「山長毛」特別展示）
＝＝

1４:０0～1４:４0（14:00入場予約）
山渋道場（演舞）＝＝

16:00～17:00
津山市内 津山「旅館お多福」（夕食）

17:20～17:40頃

〇

○

昼食

夕食

2
12/10
（日）

ホテル ＝＝ 
9:30発
津山総合体育館（終日）
9:45～14:00頃
午前：進行は式次第参照の事
昼食：弁当
午後：進行は式次第参照の事

試し切り体験
津山総合体育館発＝＝ 岡山駅西口バスセンター

15:30頃 17:00頃

○

○

朝食

昼弁
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武道大会参加者モニターツアー（インバウンド）詳細 12月9日〜11日

日
付

行 程 食 事

1
12/9 
（土）

岡山駅西口バスセンター（または岡山空港）＝＝
9:30発

後楽園・岡山城（見学・昼食）＝＝
9:45～13::00

日本刀の聖地・備前刀剣博物館（上杉謙信の愛刀・国宝「山長毛」特別展示）
＝＝

1４:０0～1４:４0（14:00入場予約）
山渋道場（演舞）＝＝

16:00～17:00
津山市内ホテル・・・・津山市内（夕食）・・・・ ホテル（泊）

17:20～17:40頃 18:00～20:00頃

〇

○

昼食

夕食

2
12/10
（日）

ホテル ＝＝ 
8:30発
津山総合体育館（終日）
9:45～14:00頃
午前：進行は式次第参照の事
昼食：弁当
午後：進行は式次第参照の事

居合体験＜試し切り＞
津山市内・・・・ 津山市内（夕食）・・・・ ホテル（泊）

17:10～17:50頃 18:00～20:00頃

○

○

○

朝食

昼弁

夕食

3
12/11
（月）

ホテル  ＝＝津山郷土博物館 、城東地区伝統的建築群保存地区
9:00頃 （城東屋敷・大隈神社街歩き）9:10～11:00

津山IC＝＝ 中国・鳥取HW＝＝ 大原IC＝＝

昼食（大原内）

武蔵武道館（宮本武蔵顕彰会 千原会長 訪問・視察）・・・・13:00～14:00
大原地域散策他＝＝14:00～14:30
移動＝＝  岡山駅西口バスセンター
14:40～ 16:40頃

○

○

朝食

昼食

＜武道大会参加者モニターツアー＞

実施期間：12月9日〜12月11日
参加団体：社会人(アメリカ合衆国)
参加人数：15人（男子14人、女子1人）
年齢：40代後半〜60代後半

(行程)
Day 1
・山渋武道具店 武具購入
・岡山城 見学
・日本刀の聖地・備前刀剣博物館
（上杉謙信の愛刀・国宝「山長毛」特別展示）

・山渋道場 演舞 見学
Day 2
・津山武道学園15周年記念国際武道大会
・津山市総合体育館 剣道場にて居合体験＜試し切り＞
Day 3
・城東地区伝統的建築群保存地区 自由見学
・武道館（宮本武蔵顕彰会 千原会長 訪問・視察）

(内容)
アメリカ合衆国よりインバウンド観光客15名の参加を予定。彼らは
剣道団体であるため、同時に開催される武道祭で演舞実演の参
加。
岡山市内、備前、大原と武道や伝統文化の鑑賞と合わせて居合体験、
稽古演舞への参加。
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個人インバウンドモニターツアー詳細 1月20日

＜個人インバウンドツアー＞

実施期間：1月20日
参加団体：高校生・社会人(アメリカ合衆国、イギリス)
参加人数：4人（男子4人）
年齢：10代後半〜40代後半

(行程)
Day 1
・武蔵の里各種施設見学
・西粟倉 居合 体験
・西粟倉 合気道 体験

(内容)
作州地域で体験できる日帰り武道体験ツアーの一環として開催。
インバウンドツアーの傾向として、山陰⇔山陽縦断の旅程が多く組
まれる傾向を受けて、その移動過程に位置する作州地域において
短時間で行える体験プログラムを創出し、長期ツアー客にも比較的
容易にツアー内に盛り込み可能なプランニングとして実施。
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映像コンテンツ制作と情報発信

＜得ナウ 事業紹介VTR＞

＜インスタグラム 動画＞
            ＠q2japan

10



映像コンテンツ詳細

テレビ放映内容 抜粋
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映像コンテンツ詳細

インスタグラム内容
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実施アンケート 第一回合宿モニターツアー

有効回答数：15人中10件
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実施アンケート 個人インバウンド プレ・モニターツアー 1４



実施アンケート 個人インバウンド プレ・モニターツアー

有効回答数：5人中3件

15



実施アンケート 第二回合宿モニターツアー

有効回答数：15人中10件
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実施アンケート 武道大会参加者モニターツアー（インバウンド） 17



実施アンケート 武道大会参加者モニターツアー（インバウンド）

有効回答数：15人中8件

18



実施アンケート 個人インバウンドモニターツアー

有効回答数：5人中2件

About the use of local resources (natural, cultural, human, etc.) for this tour.
Please tick the number you think applies best from the following seven numbers.
1. The tour made effective use of local resources that I knew about. A:5
2. The tour made effective use of local resources that I was not aware of. A:5
3. Overall, the tour made effective use of distinctive local resources. A:5 

About your impressions of the region for this tour.                              
 Please tick the number you think applies best from the following seven numbers. A:7
1. 1.I liked the local atmosphere of this tour. . A:7   
2. 2.I have a new favourite spot in the area of this tour.A:5
3. 3.I think the tour region is a good place to live. .A:7  
4. 4.I have grown fond of the region of this tour. .A:7 
5. 5.I was be able to relax in the areas of this tour. .A:7 

About satisfaction with this tour.                                                 
Please tick the number you think applies best from the following seven numbers.
1. This tour exceeded my expectations. A:6
2. I thoroughly enjoyed this tour. A:6  
3. This tour was a worthwhile experience for me. A:6  
4. The tour was worth the estimated sales price. A:4  
5. I would recommend this tour to my friends. A:7  
6. I would like to participate in this tour again. A:6
7. I would like to visit the region again, regardless of this tour. A:6
8. Overall, I was satisfied with this tour. A:6  
       

About the use of local resources (natural, cultural, human, etc.) for this tour.
Please tick the number you think applies best from the following seven numbers.
1. The tour made effective use of local resources that I knew about. A:4
2. The tour made effective use of local resources that I was not aware of. A:7
3. Overall, the tour made effective use of distinctive local resources. A:6 

About your impressions of the region for this tour.                              
 Please tick the number you think applies best from the following seven numbers.
1. 1.I liked the local atmosphere of this tour. . A:7   
2. 2.I have a new favourite spot in the area of this tour.A:5
3. 3.I think the tour region is a good place to live. .A:6  
4. 4.I have grown fond of the region of this tour. .A:6
5. 5.I was be able to relax in the areas of this tour. .A:7 

About satisfaction with this tour.                                                 
Please tick the number you think applies best from the following seven numbers.
1. This tour exceeded my expectations. A:6
2. I thoroughly enjoyed this tour. A:7  
3. This tour was a worthwhile experience for me. A:7  
4. The tour was worth the estimated sales price. A:6  
5. I would recommend this tour to my friends. A:7  
6. I would like to participate in this tour again. A:7
7. I would like to visit the region again, regardless of this tour. A:7
8. Overall, I was satisfied with this tour. A:7  
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実施アンケート 街角アンケート調査 20



実施アンケート 街角アンケート調査

有効回答数：5件
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勉強会 開催実績 内容と報告

＜討議まとめ＞

第一回〜第四回 (津山鶴山ホテル/総合体育館＜ワークショップ＞) 参加人数：24〜26名 22
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勉強会 開催実績 内容と報告

＜討議まとめ＞

第一回〜第四回 (津山鶴山ホテル/総合体育館＜ワークショップ＞) 参加人数：24〜26名 25



事業の全体の流れ

4）本事業で解決に取り組んだ課題 5）取組状況 6）効果検証方法

8）新たな課題や改善点 9）次年度以降の自走化に向けた取組案
及び事業体制

7）効果検証結果

取組内容① ツアー参加者募集・インバウ

ンド募集は実施完了。

取組内容② SNSでの発信においては海外

仕様に決定、発信。

取組内容③ アンケート、街角アンケート

実施完了。

取組内容④ 本事業の地元関係者の理解促

進、現在担い手である協議会発足準備中。

①ツアー内容の更なる充実。両ツアーに通じ  

て、体験武道の拡充と、アクセスしやすい

場所での体験可能な体制・ツアーづくりが

必要。

②特にSNS上での継続的な発信の取り組みが

必要。

③参加者からのヒアリングを通じてツアー内

容のブラッシュアップ。

④自走するための組織づくりの構築。

現在協議会発足の準備中。

1.武道参加人口の減少に対しての歯止め、打開策

として事業化することで活発な活動ができる環境

を整える。

2.年々進行する人口流出や高齢化を見据え、活気

ある街づくりの一助として本事業を位置付け、地

域の活性化を図る。

3.武道関係団体の自己資金を拡充する方法を模索

し、自力で活動を発展させる。

4.地元関係者が共通の認識を持って地域活性化に

向けた取 り組みを進めたい。

上記課題に対して、４つの事業を実施して、デー

タの収集や効果分析を行う

①合宿モニターツアー/インバウンドツアーの実

施

②情報発信と映像コンテンツ制作

③事業効果測定及び各種アンケート調査等実施

④武道ツーリズム勉強会の実施

合宿モニターツアー（2回）、インバウンド

ツアーを設定し、合宿モニターツアーに関

しては国内向け、インバウンドはハワイ在

住者を対象に実施し、それぞれ個別にアン

ケートを徴収、実施完了。

収集したアンケートに基づき実施結果を検

証した。

現在全てのツアーが終了参加者のアンケー

ト内容からは武道体験を通じて日本の文化

伝統を学べることへの好意的な意見が相次

いでいる。

またインバウンドについては彼らの感想か

ら従来は着物の着付けや文化伝統施設の案

内から一歩踏み込んだ印象強い内容を提示

できていると考える。人工集中地域（特に

京阪神）からの誘導を主眼に告知展開すべ

きという意見も出た。

次年度以降の自走を考えた際に、本事業を継

続的に進めていく「協議体」の具体的な形成

が重要、そのため勉強会参加メンバー（広告

代理店、観光関連企業、地元企業等）実務を

携わる方を中心に協議会を設立し、武道ツー

リズムの企画創出・プラン策定・広報発信な

ど実施していく。
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KPI分析

10）KPI（初期） 11）KPI（中間） 12）KPI（最終報告）

13）地域資源（自然・文化・人的）を活かす工夫点 14）将来的に国内外に選ばれるコンテンツになり得るための工夫点

①41名(2019年 4月 以降ツーリズム事業の
実施は休止中)

② 9月15人(合宿モニターツアー）
10月135人(津山スポーツフェスティバル）
11月0人
12月30人
1月3人

③
9月：第一回合宿ツアー：60％（Q3-3）
10月：プレインバウンドツアー：100％（Q6）
12月：合宿モニターツアー：100％（Q5）
12月：武道祭参加ツアー：100％（Q6）
1月：個人インバウンドツアー：90％
（sectionD）

④ 80％（Q6）
⑤ 0％
⑥70%
⑦58%

作州地域には、1532年に創始されたと伝わる日本の多くの武術
流派に影響を与えてきた「竹之内流」があり、武術の発祥の地
とされております。また、剣豪宮本武蔵が誕生した地であり、
津山城築城以来、武士社会はもちろん庶民の間にも武道が盛ん
に行われ、現在まで脈々とその伝統は引き継がれています。こ
うしたオンリーワンの要素を活かし、ストーリーを立ててツ
アー化していくことを目指します。

1.適切な情報発信(国内外に向け)
2.武術演舞を生で観る事ができる場所がある
3.多様な武術をユーザーが選択し体験できる環境がある

SNSなどを通じて作州地域での武道活動を内外に広く発信し
ます。また津山駅近くにある中世の街並みが今なお残る城
東地区内で実際の武道体験が図れる場所等を設け、体験宿
泊が完結する体制を模索する予定です。
また様々な武道をユーザーが選んで体験できるような仕組
みづくりにも取り組むことで、オンリーワンの武道体験が
行える「武道の聖地」としての位置付け活動を狙います。

①湯郷温泉女将の会が実施するサムライツーリズム参加者数
（インバウンド及び国内）
到達目標値：月間25人（年間300人目標として、本年度事

業年度内の到達として月間を想定）

②津山武道学園の武道研修受け入れ者数
（インバウンド及び国内）
到達目標値：月間25人（年間300人目標として、本年度事

業年度内の到達として月間を想定）

③武道コンテンツの回遊度（来訪者アンケート調査）
到達目標値：50％（回遊施設・コンテンツ３以上の割合、

事後来訪者アンケート調査）

④武道目的者の割合及び⑤武道目的者のリピート割合
（街角アンケート調査）
到達目標値④：30％（武道コンテンツ目的を含む割合、事

後来訪者アンケート調査）
到達目標値⑤：20％（武道コンテンツ目的の内訳のリポー

ト率（割合）事後来訪者アンケート調査）

⑥⑦モニターツアー満足度
（２種モニターツアーへのヒアリング調査）
到達目標値⑥：80％（各モニターツアー参加者の合算）
到達目標値⑦：20％（武道コンテンツ目的の内訳のリポー

ト率（割合）事後来訪者アンケート調査）

日本に訪れる観光客については日本につ
いての好印象が前提としてあるが、武道
体験となると種々の検討が必要になると
考える。

アンケート結果より、モニターツアー参
加者に対しての武道ツーリズムの満足度
は好印象ではあるが、ツアーの参加呼び
かけの発信方法、内容については精査が
必要。特に、武道未経験の来訪者に対す
る呼びかけの重要性を感じる。

そのため、武道体験についての敷居を取
り払う施策を講じて、未経験者が参加し
やすい地元の文化やグルメなどと合わせ
たプランの作成を検討すると同時に、武
道経験者に対しての昇段ツアー（合宿ツ
アー）を企画して「武道の聖地」化、
「武道修練の地」という特色を濃くして
オンリーワンとしての価値観を醸成する
ことも大いに検討すべき。

27



作州武道ツーリズム 次年度の取組

＜今後の方針＞
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＜今後の方針＞
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＜今後の方針＞
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